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「高校魅力化評価システム」について 

1. 「高校魅力化評価システム」の活用 

 

図表１ 高校魅力化アンケートの質問の構造 

 

 

図表２ 生徒等の能力認識に係る質問の構成要素 
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2. ３年間の結果推移 

図表３  ３年間の結果の推移 

①学習活動 ②学習環境（学びの土壌） 

 

③自己認識（資質・能力の主観的認識） ④行動実績（資質・能力の発揮） 

注１）通信制、特別支援学校を除く県立高校 38 校（分校、定時制は別カウント）の生徒を対象とした。分析に使用した生徒数は、2022 年 11,135 人、2023 年

11,445 人、2024 年 11,136 人である。 

 

3. 強み・伸びしろ(2024 年) 

図表４  強み・伸びしろ(2024 年) 

強み；肯定的回答割合が最も高い項目 伸びしろ：肯定的回答割合が最も低い項目 

〈学習活動〉 90.0% 活動、学習内容について生徒同士で 

話し合う 

34.0% 学校外のいろいろな人に話を聞きに行く 

〈学習環境〉 94.1% 挑戦する人に対して、応援する雰囲 

気がある 

59.2% 自分の暮らす地域を、外からの視点で考える機 

会がある 

〈自己認識〉 94.2% 自分とは異なる意見や価値を尊重す 

ることができる 

42.1% 将来の国や地域の担い手として、積極的に政策 

決定に関わりたい 

〈行動実績〉 81.4% 授業で分からないことを、自分から質 

問したり、分かる人に聞いた 

24.6% 地域社会などでボランティア活動に参加した 

 


